
広報

(7/9.市民プール)

本格的な夏、真っ赤な太陽がジリジリと容

赦なく照りつけます。

子供たちが待ちに待ったうれしい夏休み/

ここ市民ブールでは 、楽しそうな子供たちの

歓声が響き、連日にぎわっています。 .

来年は、新しいプーjレが森圏公園に建設され

る予定です。ここで泳げるのは今年限り O おも

いっきり楽しんで、ください。

なお、利用できる期間は 9月4日(日)まで O

最終日には無料開放されます。
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3
日
間
お
お
む
ら
の
夜
は
祭
一
色

市
民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
を
み
せ
て
き
た

「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ご
家
族
づ
れ
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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⑨8月2日制
本まつり

-ちびっこ相撲大会
8:30~ 16:00 (大村神社)

広報おおむら 平成 6年8月号

-ゆかた納涼コンテスト
18: OO~ 19: 30(夏越ステージ)

日ン-アス越夏
き
泊

ま
日

ち
ト

も
叫

-おおむら音頭コンテス
20:20~21:40(おまつり通り)

-点灯式
19:45~ 19:50 (夏越ステージ)

-郷土芸能
18:20 ~19:30( お旅所前)

工スタ
(2日・3日)

(ミュージック広場)

(表彰式)21:40~21 :55(夏越

.サンパ大村
21 :30~21 :40(夏越ステージ)

-消灯式
2 1: 55~22:00(夏越ステージ)

‘ 

げ 爪噌e'rねM
鴇規制iなこυノラK い 「

会場および又.品 、共百酬，"，，::%11開く

dご二、、、E一r斤 川T

. 車で百お這世 VV，二入:~~羽t包団ß】パスをご耳串刺'1開、ん ç-

布削t役呈師所前刊力か、り
(無料i迭圭迎Jバ、 λ置1)門戸 ，

フェスティパル・
イン・夏越

19:50 ~ 22:00 (夏越ステージ)

みんなで楽しむ広場が

いっぱい/

ふくしげ郷土

芸能夏祭り
⑨8月2日制

~3 日(水)

- 2 -

-花火大会

・時間 20:30"->21 :30 
(前後)(前後)

-場所大村ボート場周辺

= 5，000発の打ち上げ花火=

※駐車場は、ボート場を

ご利用ください O

-ちひ‘っこバラエティ広場

.たのしか広場

・バザーの広場

・ふれあいの広場

問い合わせ
おおむら夏越まつり協賛会
(大村ショッピングセンター 3階)

宮 52-2580

など

E時 8月6日出、午後 5時

~1O時

場所市農協福重支所駐車場

催し 伝統芸能出演、職場対

抗演芸大会、太鼓演奏、福引、

綱引き大会、大綱引き、売庖、

バザー、樟みこしなど

主催 福重商工振興会

問い合わせ 森 (ft@865

7 ) 

勺

J



か
大
村
郵
便
局
。

空
港
前
に
新
築
移
転

H
平
成

6
年
叩
月
刊
日
開
局
ヘ

H

県
内
に
出
入
り
す
る
郵
便
物
の

R達
先
を
区
分
す
る
作
業
や
運
送

を
行
う
「
大
村
郵
便
局
」
は
、
今

秋
山
月
口
日
の
開
局
に
向
け
、
建

築
中
で
す
。
新
し
い
大
村
局
が
完

成
す
る
と
、
現
在
の
大
村
局
、
竹

松
局
お
よ
び
松
原
局
の
業
務
取
扱

い
が

一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《案内図》

大
村
郵
便
局
完
成
予
想
図

〆町、咽，、、，
r、-
-、、~

内容

・現在行っている業務は全て新局舎で行います。

-竹松、松原局で行っている集配、集金などの業務や長崎中央

局で行っている県内郵便物の区分の業務を統合します。

-職員は194人(竹松、松原、長崎中央局からの転勤者を含む)

・郵便番号は、 大村市内全町 i856Jとなります。

1 ・現大村郵便局が無集配特定郵便局として現在の地に残ります。
(現大村局).1

|・取 り扱い業務は、現在とほぼ変わりません。
大村 11 ・窓口取扱時間は、次のとおりとなります。
駅ftij 11 | 月曜日~金曜日 | 土曜日 | 日曜、祝日

削 11 郵 便 9:00-17:00 取り扱いません
郵便局11 貯金保険 9:00-16:00 取り扱いません

l ATM. CD 9:00-17:30 9:00-12:30 検討中

.定員は 6人となります。

-現在の竹松、松原郵便局は、無集配特定郵便局として現在の場

竹松、松原|所で営業を行います。
11 -取扱業務内容、取扱時間については、ほぼ変わり ません。 1

郵便局 11 | 月曜日~金曜日 | 土曜日 | 日曜、祝日 | 
| 郵 便 9:00-17:00 取り扱いません | 
| 貯金保険 9:00-16:00 取り扱いません | 

ATM. CD 9:00-17:30 9:00-12:30 取り扱いません |

・定員は、竹松局 5人、松原局 4人となります。

-移転に伴う各郵便局の事務蛮更内容

大村

郵便局

備 考

集配区域は

行政区域と

同じになり

ます

寸
l
l「
l
l
↓
I
l
」
ー
ー
↓
ーー

局名

(新局)

大村藩の藩政日記

「九紫実録」が
翻刻出版されます

翻
刻
出
版
さ
れ
る
「
九
葉
実
録
」

の
原
本

こ
の
た
び
、
大
村
の
歴
史
を
研

究
し
て
い
る
大
村
史
談
会
(
梅
田

和
郎
ム
吾
武
)
は
、
大
村
藩
の
第
一

級
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る

「
九
葉
実
録
」
(
全
臼
巻
)
を
活
字

化
し
た
翻
刻
本
(
全
5
冊
)
を
出

版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
葉
実
録
は
、
大
村
家
4
代
藩
主

す

み

な

カ

す

み

む

ろ

組
長
か
ら
最
後
の
藩
主
純
照
ま
で

(
1
6
4
0年
1
1
8
6
8年
)
の

約
2
2
0
年
間
の
藩
政
日
記
を
集

約
・
編
集
し
た
も
の
で
、
「
大
村
藩

郷
村
記
」
・
「
大
村
藩
見
聞
集
」
と

合
わ
せ
て
大
村
藩
の
三
大
資
料
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

幕
末
の
大
村
議
の
一語
稼
で
あ
っ

た
一
瀬
喜
惣
治
・
太
郎
右
衛
門
親

子
が
中
心
に
編
さ
ん
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

幕
府
の
禁
教
政
策
と
キ
リ
シ
タ

ン
大
村
郡
崩
れ
の
事
情
、
事
保
の

き
き
ん
、
寛
政
の
藩
政
改
革
、
文

化
年
間
初
頭
の
フ
ェ

1
ト
ン
量
事

件
、
そ
し
て
幕
末
・
維
新
へ
と
激

変
す
る
時
代
の
対
応
が
豊
富
に
集

約
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
史
談
会
は
、

7
年
前
か
ら
翻

刻
作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
長
年
の
夢
が
実
現
、
第
1
冊

(
1
1
1巻
)
が
7
月
末
に
出
版
販

売
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
九
葉
実
録
出
版
事

務
局
(
宮
@
2
5
4
9
・
指
互
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木
の
ぬ
く
も
り
の
黒
木
小
学
校

新

校
金
口

建

設

萱
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業

(
か
さ
上
げ
工
事
)
で
黒
木

小
学
校
が
水
没
す
る
た
め
、
近
く
の
高
台
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
り

7
月
6
日
、
新
校
舎
予
定
地
で
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ヘ

倍
、
運
動
場
は
2
倍
の
広
さ
に
な

り
ま
す
。

黒
木
小
学
校
校
企
旦
新
築
工
事
の

起
工
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ

め
地
元
関
係
者
な
ど
約
印
人
が
出

席
、
神
事
な
ど
で
工
事
期
間
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
し
た
新

校
舎
は
、
自
然
と
調
和
し
た
学
校

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
完
成
は

来
守
δ

月
の
予
(疋
。

移
転
地
は
現
在
地
よ
り
ロ
い
け
川高

い
北
側
の
造
成
地

(約
7
、
3
0
0

平
方
討
)
。

新
校
舎
は
、
床
や
内
壁
な
ど
に

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
て
、

1
階

は
職
員
室
、

2
j
3
階
は
教
室
、

3
階
に
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
も
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
敷
地
、
校
舎
の
1
・
5

平成 6年 8月号広報おおむら

-
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恵まれた自然の中に建設される新校舎の敷地

( 

自
転
車
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

本
年
6
月
初
日
以
降
に
購
入
し
た

自
転
車
は
、
防
犯
登
録
を
す
る
よ

う
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
5
年
に
発
生
し
た
刑
法
犯

は
全
国
で
約
1
8
0
万
件
で
、
そ

の
う
ち
自
転
車
盗
難
が
必
万
件
で

刑
法
犯
の
約
4
分
の
1
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
盗
難
は
叩
年
間

で
回
%
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の

自
転
車
盗
難
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
自
転
車
防
犯
登
録
の
義
務
化

は
右
効
な
も
の
で
す
。

悶
悶
闘
幽
園

防
犯
登
録
は
、
自
転
車
販
売
庖

な
ど
で
自
転
車
を
購
入
し
た
と
き

に、

5
0
0
円
(
長
崎
県
)
で

「
義
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
購
入
し
、

そ
の
場
で
ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
転
車

に
張
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

悶
闘
闘
幽
圏

自
転
車
を
購
入
し
た
と
き
に
、

持
ち
主
の
名
前
や
連
絡
先
な
ど
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
し
て
お

き
、
警
察
署
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
端
末
機
を
用
い
て

-
放
置
自
転
車
な
ど
の
登
録
番
号

や
車
体
脅
す
か
ら
所
有
者
を

-
盗
ま
れ
て
被
害
屈
な
ど
を
出
す

の
に
自
転
車
の
番
号
や
特
徴
な
ど

が
分
か
ら
な
い
と
き
、
所
有
者
名

か
ら
登
録
番
号
や
車
体
番
号
が
瞬

時
に
分
か
り
、
盗
難
自
転
車
や
放

置
自
転
車
を
被
害
者
へ
返
す
の
が

早
ま
る
と
と
も
に
、
登
録
ス
テ
ッ

カ
ー
に
よ

っ
て
盗
難
防
止
に
も
役

立
ち
ま
す
。

-
本
年
6
月
別
日
以
降
に
新
た
に

購
入
し
た
自
転
車
で
新
車
・中
古
車

を
問
わ
な
い
。(
そ
れ
よ
り
前
の
購

入
は
努
力
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
)

・
幼
児
用
自
転
車
(
四
イ
ン
チ
以

下
)
は
含
ま
れ
な
い
。

問
い
合
わ
せ

大
村
警
察
署
防
犯

課

02919 

長崎県警察

防犯登録

A 

防犯登録ステッカーの位置
R
U
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カメラ

スポット

4
せ
ん
定
の
技
術
向
上
を
図
っ
て

(
6〆
お
・
市
役
所
構
内
)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(津
田
清
理
事
長
)
は

6
月

お
目
、
市
役
所
横
で
ぜ
ん
定
講
習
会
を
行
い
、
会
員
の
技

術
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
か
ら
せ
ん
定
依
頼
が
年
々
増

加
、
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
の
が
実
状
で
す
。
そ
こ
で
、

会
員
に
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
春
と
秋
の

2

口
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
7
年
目
。

講
師
の
富
永
和
博
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
松
の

芽
摘
み
や
樹
形
を
整
え
る
な
ど
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

() 

平成 6年 8月号広報おおむら

企青少年の非行防止など呼びかけパレード
(7/2.本町アーケード)

社会を明るくする運動と青少年を非行から守る

全国強調月間にちなみ7月2日、街頭パレードが

行われました。

次代を担う少年たちの、心健やかな成長を願っ

て行われたもので、保護司会をはじめ、健全育成

連絡協議会、婦人会、市関係者など約200人が参

加。I久島中吹奏楽部を先頭に天正夢広場を出発

し、アーケード街をパレード、風船やチラシを

配り同運動への市民の協力を呼びかけました。

( ) 

A汗びっしょり郡川すっきり/
(7/10・荒瀬橋下流)

郡川水利組合連合会(田中惣次会長)は7月10日、

郡ハ|一斉草刈り清掃を行いました。

郡川は県の管理ですが、自分たちが住んでいる川を

きれいにしようと郡川流域の住民ら約500人が参加。午

前中は鬼橋下から下川原周辺、午後からは鬼橋上から

荒瀬橋まで草刈り。郡川は見る見るうちにきれいにな

りました。

V『 zmh会
レ会主に大と布イ)¥} 笠
t:.:軍記坦つ慢窓ノ向。ト寺 謀

、三抗い警長引 霊
1Eミf:2>本れを-tの ( る

むもEEZ震1L
還元海軍 。鞠春弘元
雲海州尊 いもン役

、レ吻来日- pnZ大王毛布 22サ )
ま村¥，¥ )d: 

4みんなで楽しいキャンブを/
(7/5.野岳湖キャンプ場)

キャンプのシーズンを迎え 7月5日、野岳湖

キャンプ場の山開き式が行われました。

同キャンプ場は、バンガローのほか賞しテン

ト、洗い場、野外炉、シャつ一室などがある県

内屈指のキャンプ場です。また、近くにはなが

さき自然休養林や郡岳への登山道入口もあり 、

毎年たくさんの利用客でにぎわいます。

式には、松本市長や地元関係者など約30人が

出席。神事を行いシーズン中の安全を祈願しま

した。

(; 

SF  
企川や海などの自然を大切に・
(7/8・黒木町の郡川上流・黒木公民館下)

大村湾生活排水対策事業の一環として、水生

生物による水質調査リーダ一研修会が 7月8日、

郡川上流などで行われました。

研修会には、公民館長や婦人会、生協などの

代表者ら約40人が参加。午前中に郡川や大上戸

川に生息しているヘビトンボ、サワガ二、力ゲ

ロウ類などを集め、午後から市労働会館で採集

生物の判別や水質の良しあしを判定しました。

企フルーツの里で農業研修
(7/9.弥勅寺町)

弥勤寺町の果樹園経営、山口純典さん宅にホームス

テイしている米国人のロパート・ボンさん (30)は、力

リフォル二アの大学で土壌学を専攻。

日本の果樹生産の勉強で、(祖国際農業者交流協会の

研修生として6月末に来日。山口さんの果樹園でモモ

やナシの管理、収穫作業などを研修中です。

また、近所の子供Tこちを集めて週 1回英会話教室を

始められ、地域の人たちとも親しく交流されています

( 8月末日まで滞在)。

'94 Bωロ~&~&閃
昌~~oÐψおー決a

古典音楽演奏会

吉沢実の

リコーダーの音風景
~園長L;事校サッカ一部・世界に挑む~

日時 8月25日(刻、午後6時試合開始 (5時開会式)

場所 県立総合運動公園陸上競技場 (諌早市)

対戦チーム 県立国見高校対 ポルトガル・ユース

代表

入場料 無料

問い合わせ 県国際交流課 (ft0 9 5 8⑫ 1 1 1 1) 

※ポルトガル -ユース -チームは、1989年および91

年の世界ユース選手権で優勝、 1992年に準優勝し

た強豪チームです。
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N
H
K教
育
テ
レ
ビ
「
ふ
え
は
う
た
う
」
の

吉
沢
実
さ
ん
を
迎
え
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
中
心

と
し
た
古
典
音
楽
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
口

者
働
省
で
は
、
本
年
7
月
末
現

在
で
、
常
用
労
働
者
1
人
か
ら
4

人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を

宮
麗
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所

に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ

び
雇
用
の
動
き
を
都
道
府
県
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

日
時

8
月
幻
日
間
、
午
後
6
時
初
分
開
演

場

所

市

民

会

館

出

演

リ

コ

ー

ダ

l

吉
沢
実
、

バ
ロ
ッ
ク

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
渡
遅
慶
子
、
ヴ
ィ
オ
ラ
ダ

ガ
ン
バ
中
野
哲
也
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
湯
口
依
子

曲
目

ソ
ナ
タ
ハ
長
調
(
ヘ
ン
デ
ル
)
、
ト
リ

オ
ソ
ナ
タ
イ
短
調
(
テ
レ
マ
ン
)
、
い
ろ
い
ろ

な
笛
の
お
話
と
演
奏

入
場
料

大
人
2
、0
0
0
円

0
0
0
円

前
売
券
発
売
所

小
中
高
生

1、

市
コ
ミ
セ
ン
、
中
地
区
公

民
館
、
市
立
図
書
館
、

市
民
会
館
、
文
化
課

問
い
合
わ
せ
市
コ

ミ
セ
ン
(
宮

@
3
1

6
1
)
 

毎
月
勤
労
続
皆
無
査
…一戸川一一三一ハ

糸川
緑
樹
一調
査

J

に
つ
い
て
の
お
願
い

た
重
要
な
調
査
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

8

月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
お
訪
ね
し

ま
す
。
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の

目
的
に
は
一
切
使
わ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
統
計
課

(
8

0

9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

9月16白金) 昼の部 1時30分、夜の部 5時30分開演

諌早文化会館

S席 5，50 0円、A席 4，50 0円

高校生以下 1，0 0 0同 (当日300円増)

前売所諌早文化会館森竹電器庖-西友諌早庖など

問い合わせ 諌早文化会館自主事業運営委員会(ft③ 15 0 0) 

日時

場所

入場料

-7 -

二十一世紀歌舞伎組公演

夏 祭 浪 花 鑑



国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
届
け
出
が
お

く
れ
る
と
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
り
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額

白
昼
詰
E
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出
が
お

く
れ
、
う
っ
か
り
保
険
証
を
使
う

と
、
あ
と
で
医
療
費

(
7
割
ま
た

は
8
割
)
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
社
ム
五
霞
に
加
入
し
た
と
き

.
社
ム
道
訟
雰
』
喪
失
し
た
と
き

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き
・
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
世
帯
主
の
変
更
出
産
、
死
亡

の
岨
場
合

こ
ん
な
と
き
は
、
必
す
日
日
以
内

国民健康保険被保険者の皆さんヘ

国民健康保険の

異動届はお早めに f

王軍司r 雪F
SをrI f三=ー も ニ?

(第?回国民年金写真コンテスト入賞作品〉

の作品

入選「力を合わせて」

(須田ノ木町)楠本邦博さん

に
市
民
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
病
院
へ
新
し
い
保
険
証

を
見
せ
、
か
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

@金
作
文

国保税の納付は

口睦嬢替で

あなたの口座から自動的に

引き落とされる便利な口座振

替をおすすめします。

納め忘れがなく、納期ごと

に納めに行く手聞がはぶけま

す。口座振替依頼書に記入し、

銀行、信用金庫、農協、または

税務課、各出張所の窓口に提

出してください。手続きに必

要なものば、保険税の納付書、

預金通帳、通帳使用印です。

今月は、 5月にかかった医

療費をお知らせします。

ご不明な点は、保険年金課

保険係までお尋ねください。

-8 -

ン
ク
ー
ル

H
皆
さ
ん
の
作
品
ま
っ
て
ま
す
H

ち
ょ
っ
と

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
こ
と
1

日
本
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
と

な
り
人
生
初
年
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。

こ
の
長
い
人
生
を
健
康
で
豊
か

に
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
不
幸
に
し
て
病
気
な
ど
で
働

け
な
く
な
っ
た
り
、
ご
主
人
に
先

立
た
れ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

内
容
だ
れ
に
で
も
老
後
は
や
っ

て
き
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
は
、

茅
悦
の
備
え
を
助
け
、
い
ざ
と
い

、
?
と
き
に
国
民
み
ん
な
で
助
け
合

、
?
と
い
う
社
会
的
な
支
え
合
い
の

制
度
で
す
。

こ
の
よ
う
な
年
金
と
家
庭
と
の

か
か
わ
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
の
話
な
ど
自

分
で
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
表
現

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
出
や
、
こ
れ
か
ら
年
金
に

加
入
す
る
若
い
世
代
へ
の
提
言
な

ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
市
内
に
は
年
金
の
積

立
金
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
施
設

(E病
院
・
市
民
体
品
目
館
・
市
民

プ
l
ル
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
清
掃

セ
ン
タ
ー
な
ど
)
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
変

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
設
を
日
ご
ろ
利
用
し
た
り
、
見

学
し
て
、
あ
ら
た
め
て
年
金
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
証
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、

8
月
期
分
玄
桑

(
8
月

日
日
か
ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま

す
)
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
な
ど
で
1
年
間
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
た
人
も
提
出
が

必
要
で
す
。

証
書
(
緑
色
の
手
帳
型
)
は
、

7
月
末
ま
で
に
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

郵
便
局
で
受
給
後
そ
の
封
筒
に
入

れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

『公
的
年
金
申
立
書
」

が
同
封
さ
れ
て
き
た
人
は
必
ず

一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
善
讃

枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2

枚
程
度
(
縦
書
・
未
発
表
の
も
の
)

資
格
市
内
在
住
の
人

裏
集
期
間

8
月
1
日
何
1
9月

初
日
幽

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

課
年
金
係

保
険
年
金

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
(
恩

給
な
ど
)
も
同
時
に
受
け
て
い
る

人
は
、
そ
の
公
的
年
金
証
書
お
よ

び
額
改
定
通
知
書
(
ハ
ガ
キ
)
と

印
鑑
を
持
参
し
て
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

証
書
の
提
出
・
届
け
出
を
忘
れ

る
と
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

8
月
日
日
制
i
n
日

何堤
出
先
保
険
年
金
課
年
金
係



平成 6年 8月号広報おおむら

参加者 //出品数

700人・597点

6
月
5
日
制
に
行
わ
れ
た
第
6

回
花
の
街
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
は
約

7
0
0
人
も
の
参
加
が
あ
り
、

5

9
7
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

O
大
村
商
工
会
議
所
会
話
運
員

ま
つ
お
け
い
こ
:
大
村
幼
稚
園大村商工会議所会頭賞

まつおけいこさんの作品

百3ZL;7;以;ztTrf田

(6貯 市 彼pfiJ

(
花
し
よ
う
ぶ
部
旬

。
最
優
蓋
買

道
脇
裕
子
:
中
央
小
4
年

。
曇
畳

さ
い
と
う
み
き
・
:
三
城
幼
稚
園

高
博
盟
実
沙
子
・・
富
の
原
小
6
年

。
特
選

福
田
華
子
・
・
・
旭
が
丘
小
1
年

道
護
実
咲
:
・
御
館
山
小
(
諌
早
)

3
年(

あ
じ
さ
い
部
旬

。
最
優
歪
買

永
留
ゆ
か
こ
・
:
古
町
2
丁
目
、
4

歳。
協
替
曇
員

な
か
し
ま
こ
う
へ
い
:
・
星
美
幼
稚

園漬
駿
珂
佳
:
大
村
小
5
年

ー園~~@を

聞きます

( 

。
特
選

永
野
純
子
:
玖
島
中
1
年

ま
つ
ざ
き
ひ
ろ
き
・
・
・
旭
が
正
小
2

年
(
墨
蚕
田
口

。
最
優
蓋
買

鶴
田
和
人
・
・
・
墨
実
幼
稚
園

。
前
堕
曇
貝

田
端
亮
:
富
の
原
小
4
年

城
戸
竜
太
・
:
小
ケ
倉
幼
稚
園
(
長

崎
)。

特
選

草
野
晃
浩
:
・
竹
松
小
3
年

中
島
宏
子
:
大
村
小
3
年

ほ
か
入
賞
者
日
人

多
数
の
ご
参
ノ
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

婦人を取り巻く諸問題や生活に関する話

題について学習を続けている「大村生活学

校」が、地方自治についての学習の機会と

して開催します。

日時 8 月 31 日制、午前 9 時~12時10分

場所市コミセン大会議室

主催大村生活学校

問い合わせ 中央公民館

岱⑪ 31 6 1) 

(市コミセン内

租
税
に
闘
す
吾

作
文

・
標
語
募
集

Q
E寝
生
の
作
文

一ア

I
マ
税
に
つ
い
て

応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
点
数
お
よ
び
字
数

1
人
1
編
と
し
、

3
、
0
0
0
字

以
内
(
標
題
・
住
所
・
氏
名
・

学

校
名
と
そ
の
所
在
地
・

学
年

・
性

別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

応
裏
期
限

9
月
9
日
幽

O
E君
主
の
標
語
阻

テ
ー
マ
税
に
つ
い
て

応
募
資
格
中
学
生
で
あ
れ
ば
ど

昨
年
の
婦
人
議
会
よ
り

な
た
で
も
座
弄
で
き
ま
す
。

-筆占薮
1
人
何
編
で
も
よ
く
、
特
に
制

限
な
し
(
住
所
・
氏
名
・
学
校
名

と
そ
の
所
在
地
・
学
年
・
性
別
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

応
菓
期
限

9
月
ロ
日
側

応
募
・
問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務

署
総
務
課
(
宮
@
1
3
7
0
)

'‘ 

) 6 9 

A 《 A 《 A 

す

'‘ 
，、 《

ツシ/

《 ハ ハ

し《

てOミA 

野外での

n ハ ハ

棟五
家。フ

内 ハ

完成r 

《 《

‘《ー

《 ハ ハ 《 《 《 n 
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畑
中
義
之
さ
ん

(
西
部
町
・
引
歳
)

がんば・って

i容すねf

3
6
0度
の

展
望
が
で
き
忍
公
園
に

交
通
ル

i
ル
は

小
さ
い
と
き
か
ら

H
突
通
安
全
母
の

倉
光
順
子
さ
ん

(宮
小
路

1
丁
目
日
歳
)

() 

平成 6年 8月号

なかよし家族

道漆さん家族(竹松本町)

広報おおむら

右
か
ら
、
百
合
子
さ
ん
側
、
斉
登
美
ち
ゃ
ん
川
、
志
野
枝
さ
ん
例
、

由
佳
ち
ゃ
ん
川
、
夏
実
ち
ゃ
ん
何
、
隆

一
さ
ん
側
、
栄
次
さ
ん
例

平
成
2
年
か
ら
日
岳
山
公
園
化

事
業
が
進
め
ら
れ
、

3
6
0
度
の

大
展
望
が
出
来
る
公
園
と
し
て
よ

み
が
え
っ
て
い
ま
す
。

大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
日
岳
山
の
公
園

化
整
備
に
取
り
組
ん
だ
「
三
浦
地

区
振
興
会
」
。
畑
中
さ
ん
は
、
そ

の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
つ
つ
じ
・
さ
つ

き
6
0
0本
、
、
つ
め
印
本
な
ど
の

花
木
が
植
え
ら
れ
、
登
山
道
路
の

鍾
衣
、
駐
車
場
、
案
内
板
な
ど
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

日
岳
山
は
、
標
高
約
2
5
8
m。

「
交
通
ル
l
ル
を
守
ら
な
い
子

供
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、
見
て
見

な
い
ふ
り
を
し
な
い
で
、
も
っ
と

大
人
が
子
供
た
ち
に
愛
の
一
声
を

か
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
・
・
・
」

と
話
さ
れ
る
の
は
、

6
年
前
か
ら

市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会
長

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
倉
光

さ
ん
。

こ
の
会
は
、
家
族
の
安
全
を
願

う
母
親
の
愛
情
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お

い
て
套
埴
安
〈
玉
思
想
の
普
及
を
推

進
す
る
た
め
に
様
々
主
事
昇
っ

て
い
ま
す
。

長
年
の
活
動
の
実
績
が
評
価
さ

れ、

1
月
に
「
全
国
表
彰
」
を、

私
の
家
は
7
人
家
族
で
す
。

お
父
さ
ん
た
ち
4
人
は
、
米
や

や
さ
い
を
作
り
、
市
場
へ
出
し
ま

す
。
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
も
作
っ
て
い
る
の
で
、
毎
日
い

そ
が
し
そ
、
つ
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
し
よ
う
ぽ
う
だ

ん
に
入
っ
て
い
て
、
火
事
の
と
き

は
か
け
つ
け
ま
す
。

私
は
小
金
段
、

2
人
の
妹
は
ほ

い
く
聞
に
い
っ
て
い
ま
す
。

夕
食
は
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
、
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
、
長
生
き
し
て
も
ら
い
、

い
つ
ま
で
も
み
ん
な
仲
よ
く
く
ら

し
た
い
で
す
。

(
由
隼

江
戸
時
代
か
ら
お
祭
り
が
行
わ
れ
、

撃
別
に
は
「
日
岳
山
の
日
」
が
あ

り
、
地
区
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

親
睦
を
深
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
現
在
、
お
祭
り
は
自
然
消
滅

し
て
い
る
が
、
今
後
復
活
さ
せ
た

い
」
と
話
さ
れ
る
畑
中
さ
ん
。

昨
年
か
ら
は
、
豊
か
な
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
で
遊
歩
道
な
ど
の

整
備
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
最
近
、

諌
早
か
ら
も
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
意
欲

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

6
月
に
は
県
交
母
か
ら
「
個
人
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
に

子
供
交
通
公
園
が
あ
れ
ば
」
と
も

話
さ
れ
る
倉
光
さ
ん
。

大
村
に
来
ら
れ
た
の
は
凶
年
前

u

水
や
空
気
の
き
れ
い
主
霊
視
に
び
っ

く
り
さ
れ
た
そ
、
つ
で
す
。

ま
た
、
子
供
さ
ん
が
剣
道
を
習

い
始
め
ら
れ
た
時
、
一
緒
に
剣
道

に
挑
戦
さ
れ
、
現
在
、

2
段
の
腕

前
。
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

子
供
た
ち
に
剣
道
の
指
導
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
補
導
委

員
、
母
子
保
健
推
進
員
な
ど
の
役

職
を
お
持
ち
で
、
多
忙
な
毎
日
を

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
年

前
か
ら
会
員
日
人
位
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

焼
き
物
に
は
陶
器
と
磁
器
と
が

あ
り
、
私
た
ち
は
陶
器
の
方
手
作
っ

て
い
ま
す
。
磁
器
は
冷
た
く
感
じ

ま
す
が
、
陶
器
は
土
の
暖
か
み
が

あ
り
、
花
瓶
な
ど
は
花
が
長
持
ち

し
ま
す
。
そ
れ
は
花
器
が
水
を
吸

い
込
む
か
ら
で
す
。

焼
玄
物
用
の
土
は
陶
土
と
い
い
、

幾
千
年
も
の
山
に
眠
っ
て
い
た
土

大将陶芸同好会
4 ・1

松
本
市
長
に
着
任
の
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
る
沢
山
司
令
国
(
7
/
7
・
市
役
所
)

-10 

こち5自由席

市役所を表敬訪問

現
在
は
牢
跡
付
近
に
昭
和
泊
年
に
建
て
ら

れ
た
高
さ
6
m
近
く
の
白
い
大
十
字
架
の

記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
(
陰
平
町
)

/ ¥ 
¥ 

を
粉
に
し
て
水
で
練
っ
た
も
の
で

す
。
陶
土
を
手
で
練
っ
て
い
る
と

き
の
感
解
は
、
な
ん
と
も
い
え
な

い
感
じ
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
、
作
品

作
り
と
去
幾
き
を
し
て
、
火
曜
日

ゅ
う
や
く

に
動
楽
を
か
け
、
水
曜
日
に
本
焼

き
を
し
、
そ
し
て
木
曜
日
に
窯
だ

し
を
し
ま
す
。

窯
か
ら
佐
叩
(
皿
・
茶
わ
ん
・

花
瓶
な
ど
)
が
出
て
く
る
と
き
、

色
と
刑
品
が
ど
ん
な
に
で
き
て
い
る

か
心
配
で
す
が
、
す
ば
ら
し
い
作

品
が
生
ま
れ
て
く
る
と
き
の
感
動

は
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

現
在
は
、
み
ん
な
で
市
展
に
出

品
し
よ
う
と
麗
張
っ
て
い
ま
す
。

陶
芸
に
興
味
が
あ
る
人
は
ち
ょ
っ

と
の
ぞ
い
て
見
ま
せ
ん
か
。

{
疋
例
日
量
月
j
木
曜
日

連
絡
先

葉
山
(
宮
@
6
2
4
5
)

() 

陸上自衛隊大村駐屯地の新司令、沢山正一・

一等陸佐が7月7日、市役所を表敬訪問、松本

市長に着任のあいさつをされました。

沢山司令は大村の印象を「自然が素晴らしく、

人情味のあるところjと語られた D また「先日、

雲仙普賢岳を視察したが、予想を超える自然災

害の現状を目のあたりにして大変驚いた。今後

も復興のために全力を尽くしたい」と抱負を述

べられた。

そ
う
し
た
中
で
、
外
国
人
宣
教
師
た
ち
は
、

潜
伏
し
な
が
ら
布
教
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
牢
は
、
特
に
取
り
締
ま
り
の
厳
し

か
っ
た
元
和
3
年

(
1
6
1
7
)
か
ら
8

年
ま
で
に
、
長
崎
奉
行
所
に
よ
っ
て
捕
ら

え
ら
れ
た
外
国
人
宣
教
師
や
信
者
お
人
を

閉
じ
込
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

牢
は
竹
の
柱
で
閉
ま
れ
た
鳥
か
ご
の
よ

う
な
部
屋
で
、
奥
行
6
・6
m
、
間
口
4
・

6
m
の
狭
い
牢
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、

身
動
き
も
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ノ
ラ
神
父
ら
お
人
は
、

元
和
8
年
に
長
崎
の
西
坂
で
、
ブ
ラ
ン
コ

神
父
ら
8
人
は
大
村
の
放
虎
原
で
処
刑
さ

れ
殉
教
し
ま
し
た
。

閉
じ
込
め
ら
れ
た
外
国
人
宣
教
師
た
ち

は
、
こ
の
牢
の
中
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向

け
て
手
紙
を
出
し
、
そ
の
様
子
を
伝
え
ま

し
た
。
今
で
は
、
外
国
人
の
巡
礼
者
も
こ

こ
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

牢田鈴

陰
平
町
の
三
浦
・
諌
早
に
通
じ
る
県
道

脇
の
小
高
い

E
の
上
に
あ
り
、
付
近
の
地

名
か
ら
「
宮
崎
牢
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

大
村
領
内
で
大
変
盛
ん
だ
っ
た
キ
リ
ス

ト
教
も
、
徳
川
幕
府
に
な
り
、
禁
教
さ
れ

て
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
始
ま
り
ま
す
。

可

g
A

'
a
A
 



現

況

届

(
児
童
扶
養
手
当
)

所

得

状

況

届

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

H
8月
刊
日

i
9月
刊
は
固
ま
で
に
提
出
を
H

①
児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
な
ど
の
家
庭
で

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

よ
う
に
、
そ
の
旧
必
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
、

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

歪
=
の
額
(
月
額
)

月月月 レ 平
15 9 6 をン 島
日日日 Gl1 
午正午前 げ、 1 原爆で ヘ

⑭ 
時時 和 の犠牲 言2 15 へ」
分分の冥と ち、

(県民時(広折島り 誓い 福をなら 巳3を析れ

新た った 抱
て人

に、や 巴のし次、ggまの戦
し 巴争
よ時 の

児
童
1
人・・・
3
万
9
、
3
8
0
円、

児
童
2
人・
:
5
、
0
0
0
円
加
算
、
児
童
3

人
以
上

:
i人
増
え
る
ご
と
に
2
、
0
0
0

円
建
昇
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
の
あ
る
初
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

草
当
の
額

(月拓也

重
度
障
害
児
・
:
4
万
7
、
8
0
0
円、

中
度
障
害
児
:
・
3
万
1
、
8
6
0
円
(
所
得

に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
の
②
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届
こ

の
届
け
は
、

手
当
を
引
き
続
い
て
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
審
査
す
る
た
め
の
大
事
な
手
続

き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
日
山
て
く
だ
さ
い
。

県忠霊塔墓地供養

(三城

関係者の方のご参列をお願いしま

す。

日時

場所

立
ロ支

時

前

柿

日

地

大

前

墓

会

午

軍

賛

、

陸

奉

例

旧

霊

日

塔

慰

日

霊

園

月

忠

)

殉

8

県

町

県主催

戦没者ご霊前に

供え物を差し上げます 届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
、
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

お
よ
び
監
護
申
立
書
④
平
成
6
年
1
月
2

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
5
年

分
所
得
証
明
書
⑤
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
年
金
証
書
(
児
童
扶
養
手
当
の
み
)
⑥

印
鑑

届
出
期
間

8
月
日
日
同
1
9月
ロ
日
開

提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

広
h

i
I
 

うら盆を迎えるにあたり、戦没者

ご霊前に供え物を各地区遺族世話人

を通じて配布します。

万一届かない人がありましたら、

福祉課庶務係(内線 15 6) まで申

し出てください。

( 

q
L
 

唱

E
i

月 老人のふらつき

8 火 まきこみ爪(陥入爪)
月

水 被虐待児症候群の
フ.

木 水泳と耳と鼻

マ 金 老人の俳個

土日 学校検尿における尿潜血ー泌尿器科の立場から

健康テレホンザーピス
合⑫4646み

伊
-話

O

電

1

.》

4
1

L
F
屯

Q
U

斗

5
0

相

M
i
u

械

8
2
(プッシュ回線のみ)#8080 

お年寄りの悩みごと、困りごとには
0相談はすべて無料です。

0個人の秘密は固く守り

ます。

O遠隔地からの相談者に

は、電話料負担が軽く

なる方法をとっていま

す。

側長崎県すこやか長寿財団(高齢者総合相談センター)
長崎市江戸町 6番 5号(江戸町センタービル 3階)

ι 



平成 6年 8月号広報おおむら

金
該
当

を
贈
呈
し
ま
ホ

H
該
当
す
る
人
は
申
請
を
H

金
婚
式
を
迎
、
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
、
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
、
婚
姻
(
戸
籍

に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
満
印
年
を
迎
え

ら
れ
た
+
在
帰
。

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
問
年
9
月
日
日
か

ら
昭
和
凶
年
9
月
日
日
ま
で
。

申
請
方
法
該
当
す
る
人
は
申
請
書
に
戸

籍
謄
本
を
添
え
て
、
高
齢
者
対
策
室
に
提

問 申出
い込 し
合 期て
わ限 ，く
せだ

9 さ
高 月勺
齢 16
者日
対 (針
策

日日

っ
て一

り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
ね
歳
以
上
の
人

祝
金
の
額
次
の
通
り
支
給
し
ま
す
。

弓@)~雪量議号訟手呼1~

要約筆記講習会参加者募集

会議・研修会などで、耳の不自由

な人や中途失聴の人のコミュニテイ

手段のためにoH P (オーバーヘッ

ドプロジェクター)を使い、情報の

保障を行う要約筆記講習会を開催し

ます。

現在、県内でも活動できる人が少

ないので、奮って参加してください。

期間 8 月 20 日比)~10 月 22 日比)、毎

週土曜日(全10回)

時 間 午前10時~正午

場所市福祉センター

申込方法市社会福祉協議会(西三

城町 8nO 1 3 5 1) まで、電話ま

たはハガキで申し込んでください。

昨年の金婚祝賀記念品贈呈式より

品

wn歳
j
乃
歳

H
3
、0
0
0
円

磯
初
歳
j
m∞
歳
川

5
、
0
0
0
円

轡
卯
歳
以
上
H
8
、
0
0
0
円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県
の
敬
老
金
も
贈

ら
れ
ま
す
。

〔
贈
呈
日
程
〕

※
該
当
す
る
人
に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

聞
い
ム
ロ
わ
せ

高
齢
者
対
正
木
室

程

月 日 f最 所

二浦・鈴田・萱瀬
9月7日は時

福重・松原各出張所

市役所、
9月8日(ボ

西大村・竹松各出張所

市役所
9月 9日幽

西大村出張所

日呈R普
食中毒に注意/

食中毒防止3原則 一[ナ

・清潔 一手洗いの励行、料理器具'd-

どを清潔に
.、逮・・・卑く調理し早く食べる.2熱または冷却 食品はなるべく

火を通し、加工を十分に、生もの

の保存は5度以下で

細
川
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
に

加
入
じ
ま
じ
よ
う
/

当
協
会
は
、
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
人
が
出

か
せ
ぎ
先
や
赴
任
お
よ
び
帰
郷
途
中
に
お

い
て
、
事
故
や
病
気
で
入
院
休
業
し
た
時
、

留
守
宅
が
火
災
に
あ
っ
た
時
な
ど
に
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

織
対
象
者
県
民
で
あ
り
、

1
か
月
以
上

1
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を
離
れ
て
出

か
せ
ぎ
さ
れ
る
人

織
年
会
費

8
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
働
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護

協
会
(
県
職
業
安
定
課
内
8
0
9
5
8

@
7
0
1
8
)
 

社会福祉基金ヘ

多額の浄財寄付

臥

u
g

命
説
悶
堂

気

を

つ

け

て

イ

l
l
R
ム

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
グ

告川さんの寄付に対し、松本市長(左)
から感謝状が贈られました。

(6/15・市役所)
500，∞0円死亡弔慰金 (会員が死亡した場合)

50，∞0円

実費支給
(f1:l.し、県の旅費規定に準 じる1

40，∞0円

80，∞0円

1∞，ωo円

300，∞0円

60，∞0円

重度障害見舞金(~~;蒜Z2524級以 )
給 1 か月~3 か月未満

傷病見舞金r------=
付 | 汁か月~6 か月未満

(病気やニ;1t)hZ= 
内| 以上入院休業した時 川伺此

容 | 火災見舞金 (罫5723Tf鉱により)

遺 族旅 費 (間ZZ左右濯の遺族)

不払賃金に対する鮒 (更2222Pittsi)

音川フジエさん(武部町)から 6

月15日、亡夫・勘次郎さんの香典返

しとして、社会福祉基金へ50万円が

寄付されました。

ありがとうございました。

円
〈

U
1
i
 



精霊流し
s搬入は午後9時までに〈厳守)

・爆竹などは危険ですのでご遠慮ください

§供え物類は必ず供え物置場ヘ

・各集積場所には駐車場を確保してませんの
で支障のない限り徒歩で出向いてください

8月15日集積地への搬入は

搬入は必す午後 9時までに指定場所にお願い

します (供え物類で燃えない物は、ビニール袋

などに入れて供え物置場ヘ)。

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
美

し
い
大
村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
供

え
物
を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

地区名 集 積 場 所

三浦 舟津、日泊、溝陸

鈴田 三鈴橋付近、日焼

大 村 市役所横埋立地

西大村 下水道浄水管理センター

竹松 オーケーフード空地広場

福重 郡川河口

松 原 大村市北部運動広場

萱瀬 荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町内会長、出張所または環境保全課環

境保全係へお尋ねください。

交
通
規
制

午
後
7
時
j

m
時

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
図
の
通
り

交
通
規
制
を
空
売
し
ま
す
。

-
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
出

来
ま
せ
ん
。

-
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
地
区
:
・
ト
ラ
ベ
ル

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入

口
交
差
点

西
大
村
地
区
:
・パ

l
ル
レ
l
ン
前
と
松
並

交
差
点

軍
亘
地
区
:
寿
古
石
油
亙
型
父
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
で
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

'v 
-
矢
ピ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
さ
れ
て

(図 1)大村地区交通規制略図

J 1111 [1l~ 
][|二 同

国
一保

い
ま
す

0

・
精
霊
船
で
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
全

て
花
火
責
任
者
が
い
り
ま
す
。
(
一
隻
に
つ

き
1
人
の
み
花
火
を
使
用
で
き
ま
す
)

@
花
火
責
任
者
は
赤
い
タ
ス
キ
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
(
警
密
薯
で
交
付
レ
ま
す
)

。
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

0

.
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

・
せ
ま
い
道

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

販
売
庖
付
近

.
花
火
販
売
庖
や
玩

.
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庖

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
刀
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
万

一

に
備
え
、
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

@
人
や
車
に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
花

火
の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

(図 2)西大村地区交通規制略図

4
4
A
 

市

E
A

命
船
の
担
ぎ
手
は
飲
酒
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

人
を
乗
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

D

@
規
制
区
域
内
に
精
霊
船
の
随
行
車
両
が

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

精
霊
船
に
関
す
否

注
意
事
項

金

霊
船
の
全
長
が
え
を
超
え
る
と
き

は
、
大
村
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
使
用
許
可
申
請
量
島
希
鮪
間

8
月
5
日
働
1
日
日
制

(
た
だ
し
、
土

曜
・
日
曜
は
除
《
)

-
車
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
。
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

と
き
は
警
察
の
許
可
を
受
け
る
。
横
積
み

は
し
な
い
。

金

伺
霊
船
は
、
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り

長
さ
5
いれ
以
下
、
幅
2
・
5
M
川
以
下
、
高

さ
3
・
5
M
川
以
下
(
船
を
か
つ
い
だ
状
態

で
の
高
さ
)
に
し
て
く
だ
さ
い
。

@
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

E語;苦~~Mf~;f事彊・豆諸SI

|墓参りの火の始末は忘れず記I1

道路使用許可申請書を提出さ

れた人に対する説明会および許

可証の交付を行います。

日時 8月12日樹、午後 1時

場所大村警察署講堂

※印鑑を持参してくださいD



平成 6年 8月号広報おおむら

お
じ
ら
ゼ

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
高
校
卒
業
程
度
H

@
刑
密
巨

(
男
子

・
女
子
)

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
j
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

@
ム
量
一
議
{
日
二
需
墨
居
館
邑

管
局
恰
昭
和
必
年
4
月
2
日
j
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

@
航
空
保
安
大
学
校
学
生
(
管
制

情
報
・
電
子
)

資
格
①
昭
和

ω年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業

(
昆
込
)
の
人

@
海
上
保
安
学
校
学
生
(
船
舶
運

航
シ
ス
テ
ム
・
情
報
シ
ス
テ
ム
・

海
洋
科
学
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業

(
見
込
)
の
人

申
込
期
間
い
ず
れ
も
8
月
四
日

制
j

9
月
2
日
幽

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局
(
=
l

川
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
j
H
j
1
8
0
9
2
・
4
3

1
・
7
7
3
3
)

H
大
学
卒
業
程
度
H

@
航
窒
息
制
官

官
落
①
昭
和

ω年
4
月
2
日
j

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
同
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒

業
(
見
込
)
の
人

川
人
事
院
が

例
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

申
込
期
間
8
月
四
日
幽
i
9
月

2
日
幽

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局
(
〒
山
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

バザー、ダンス、カラオケ、

コーラスなとぞ楽しい催しがいっ

ぱい/踊れなくてもだいじよ

う ~ o みんなで参加してみま
しょう.ノ

日時 8月20日(封、午後 7時

~9 時30分

場 所 市コミセン駐車場広場

(雨天の場合は、大会議室)

東
2
1
1
1
1
宮

0
9
2
・
4
3

1
・
7
7
3
3
)

入
国
警
備
官
採
用
試
験

H
盲
同
校
卒
業
程
度
H

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
j
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

試
験
日
第
1
次
試
験
・
:
叩
月
2

日
間
、
第
2
次
試
験
・
:
日
月
3
日

H
凡申

込
期
間
8
月
四
日
幽
j
9
月

2
日
到

問
い
合
わ
せ

大
村
入
国
管
理
セ

ン
タ
ー
総
務
課
(
岱
@
2
1
2
1
)

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
、
え

た
吊
一
塁
間
加
入
事
乞
公
売
し
ま
す
。

日
時
8
月
但
日
側
、
午
後
1
時

ο又J
qu
ノフ

場
附
市
役
所
第
3
会
浩
監
至

公
売
方
法
一
盤
肌
争
入
札

代
金
納
付
剖
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
呉
存
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

<< 

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り

消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前

ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
口

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
き
、
防
火
管
理

の
資
格
取
得
講
習
会
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

内
容
甲
極
お
よ
び
乙
種

期
日
・
場
所
甲
種
・
:
9
月
お
日

制
j
m
日
側
、
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

乙
種
・
:
9
月
7
日
側
、
諌
早
農
協

本
所

申
込
期
間
大
村
会
場
・
:
8
月
1

日
間

j
9
月
日
日
出
、
諒
同
友
一
場
:

8
月
1
日
山
間
j
8
月
出
日
側

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
予
防

班

(
宮
@
4
1
3
8
)

視聴覚ライブラリー

ヨ~øêさも明日a
(入場無料)

し
尿
汲
み
取
り

お
盆
は
休
み
ま
す

8
月
日
日
同

-
M
日

ωの
汲
み

取
り
は
、
汲
み
取
り
業
者
の
盆
休

み
に
当
た
り
ま
す
の
で
汲
み
取
り

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〉

O
雲
忍
時
の
連
絡
は

く

大
笠
掃
岱
の
)
0
2
3
3

ρ

山
査
樫
宮
市
宮
@
1
5
7
1

ζ

野
田
諸
国
怖
さ
8
4
4
0

〔

O
ゴ
ミ
長
(
燃
え
る
ゴ
ミ

)
ψ

お
盆
の
期
間
中
も
平
常
通
り
収

集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
セ
ン
タ
ー

(
包

@
3
1
0
0
)-ポン太くんのおてがら (アニメ10分)

・火の海・大阪 (アニメ20分)

・山に輝くガイド犬平治号 (アニメ28分)

・鉄腕アトムの交通安全 (アニメ15分)

た
の
し
い
お
は
な
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の

?
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
8
月
お
日
間
、
午
後
2

時
j
3
時

場
附
車
止
図
書
館

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・

十
的
立
叫
芝
居
叫
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
-

人
形
劇
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。

.
問

い

合

わ

せ

市
立
図
書
館

一
(
宮

@
2
4
5
7
)

1
1
1
¥
¥一

と
じ
よ
介
ん

夏
休
み

と
ど
ち
大
会

手皇

日 時 10 :00~ 11:30 14: OO~ 15 :30 

8月3日(水) 竹松出張所 西大村コミセン

8月4自体) 鈴田出張所 二浦出張所

8月5日(金) 中地区公民館 萱 j頼出張所

8月6日出 市コミセン

8月8日(月) 松原出張所 |福重出張所

日

視聴覚ライブラリー (ft~ 3 1 
6 1市コミセン内)まで

15 -

問い合わせ



楽
し
い
ビ
デ
オ

づ

く

り

講

座

だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
ビ

デ
オ
作
品
の
つ
く
り
方
、
撮
影
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
い
ま
ひ
と
つ
使
い

こ
な
せ
な
い
と
い
う
人
も
、
こ
の

協
定
誌
に
ぜ
ひ
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
4
日
間
・
四
日
回
、

午
前
叩
時
j
午
後
3
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
一
般
成
人
初
人
.
(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

※
原
則
と
し
て
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・

テ
l
プ
な
ど
は
、
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

、¥

a a 由言a 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
(
宮
⑪
3
1
6
1
)

少

年

の

主

張

長

崎

県

大

会

県
内
の
ロ
人
の
中
学
生
た
ち
が

主
張
し
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
、
少
年
達
が
日

常
生
活
の
中
で
何
を
感
じ
何
を
考

え
て
い
る
の
か
、
ま
た
家
庭
や
社

会
の
中
で
、
自
分
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
何
か
な
ど
を
訴
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
少
年
の
意
識
に
対
す

る
県
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
未
来
を
担
、
ユ
一
一
円
少
年
の
健
全

育
事
乞
目
指
」
ヲ
も
の
で
す
。

市
民
の
比
自
様
、
是
非
ご
来
聴
く

~子供のすこやかな成長を願って~

演題 「親と子の心のきずな」

日時 8 月 23 日(火)、午後 2 時~4 時

場所 県勤労福祉会館(長崎市桜町 9番 6号)

講師 杉田峰康先生(福岡県立大学教授)

入場料無料

問い合わせ 県教育センター第 3研修課 (ft@

924 1高橋)

※手話通訳を行います。

※駐車場がありませんので公共交通機関をご

利用ください。

だ
さ
い
。

田
時

8
月
幻
日
間
、
午
後
1
時

ω分
か
ら

場
附
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
(
長
崎
市
大
黒
町
3

j
1
8
0
9
5
8⑫
4
1
0
1
)
 

ま
た
は
、
市
少
年
セ
ン
タ
ー
(
市

コ
ミ
セ
ン
内
包
@
3
1
6
1
)

ノ

労働安全衛生法に基づく

各種免許試験案 内

潜士水
工 第 ガ

発破技士

ク ポ 特別 特級ツ ス レ イ
ク 手重 フ
ス 〆、〆

普通ポ来泉

運転士 整備士
級

ガ

種衛生理者管

イ
戸/

フ
級ポマ

線イ業主乍 溶接士
イ
フ

イ者壬 技士

試験日程・受付期間などは試験の種類によっ

て違います。詳しいことは、九州安全衛生技

術センタ - (ft0942⑬ 33 8 1 )か最寄

りの労働基準監督署にお尋ねください。

-16-

w p月γ

竹
松
駐
屯
地
創
立
犯
周
年
・
第
7
吉
岡
射
特
科
群
創
隊
却
周
年
記
念

竹
松
シ
ヨ
ギ
ン
ヴ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水道料金を自主納付されている人ヘ

現在、水道料金納入通知書を封書にて

郵送していますが、 8月(納入分)からハ

ガキによる水道料金納入通知書へ様式が

変わります。

問い合わせ 水道部業務課料金係 (ft⑬
1 1 1 1) 

9
月
日
日
制
小
雨
法
行

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地

期
日

場
所

種
目

。
金
主
男
女
(1
j
3年
)
1回

。
小
学
生
男
女
(
4
j
6年
)
2
凶

O
中
学
生
男
子
・
女
子
、
女
子
フ

リ
l
・・
:
:
3
回

。
男
子
一
般
、
男
子
壮
年

(ω
歳
以

上
)
、
女
子
フ
リ
!
:
・
:
5
凶

。
男
子
一
般
、
男
子
壮
年

(ω
歳
以

上
)
、
女
子
フ
リ
!
:
:
・
日
凶

雲
野
各
区
分
ご
と
、
そ
れ
ぞ
れ

5
位
ま
で
表
彰
、
そ
の
ほ
か
特
別

賞
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
、
参
加
者
全
員

に
記
念
T
シ
ャ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

。
公
字
生
:
・5
0
0円

。
中
学
・
古
円
校
生

:
i、0
0
0円

。
一
般
・:
1
、5
0
0円

申
込
国
銀

8
月
刊
日
同

申
込
方
法
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
竹
松
駐
屯
地
ジ
ョ

ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

(
宮

@
3
1
4
1
)



4 

第
鈎
回

県

展

作

品

会
期
・
長
崎
会
場
H
9
月
2
日

働
j
お
日
制

-
佐
世
保
会
場
H
9
月

m日
同
l

m月
9
日
間

-
諌
早
会
場

H
m月
日
白
川
w
j
お

日
日

部
門
日
本
画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ

ン
・
工
芸
・
宴
具
・
書
・
彫
刻

資
格
昭
和
日
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
県
内
に
居
住

す
る
人
、
ま
た
は
本
県
居
住
者
を

室
事
と
す
る
県
外
の
学
生

出
品
点
数

自
作
未
発
表
の
も
の

で
洋
画
・
書
は
1
人
1
点
、
日
本

画
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
写
真
・

彫
刻
は
1
人
2
点
以
内

出
品
料

(
1点
)

3

、
0
0
0
円

高
校
生

1
、
5
0
0
円

出
品
期
限

8
月
8
日
側

申
込
先
第
ぬ
回
県
展
事
務
局

(
長
崎
市
立
山
町
8
0
9
5
8
@

6
3
4
1
)
 

※
実
施
要
項
は
市
教
育
委
員
会
文

化
諜
の
ほ
か
、
画
材
庖
・
表
具

庖
に
も
あ
り
ま
す
。

自

衛

官

♀

般
苗
屡
植
民
子
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

試
験
日

9
月
間
日
目

(
話
居
候
補
士

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

試
験
日

9
月
四
日
冊

。
航
空
州
主
ヱ

資

格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

試
験
日

9
月
お
日
幽

受
付
期
間
い
ず
れ
も
8
月
1
日

側
1
9
月
9
日
働

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

制
後
期
レ
ワ
ス
ワ
l
ル・

イ
ン
お
お
む
ら
参
加
者

平成 6年 8月号

本
講
羽
田
会
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
取
得
の
た
め
の
教
室
で

す
。レ

ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る
人
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
、

誰
で
も
参
泊
で
き
ま
す
。

日
時

9
月
8
日
1
1
月
幻
日
、

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
午
後
7

広報おおむら

時
1
9
時
お
よ
び
期
間
中
日
曜
日

3
回

場
所
中
地
区
公
民
館
ほ
か

{
吾
貝
犯
人

響
斡
#
ほ
か

3
、0
0
0
円

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
教
室
名
・
電

詳
審
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館

(
松
並

1
丁
目
2
4
61
5
)

申
込
期
限

8
月
日
日
開
必
着

問
い
合
わ
せ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
擾
耳
(
中
地
区
公
民
館
宮
@
1

3
7
6
)
 

啓

発

ポ

ス
タ
ー

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し

い
も
の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
り
っ

ぱ
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
政
治

が
行
わ
れ
る
に
は
、
明
る
い
選
挙

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
清
く
正

し
い
児
童

・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
明

る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う
え

に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
か
い
て
も

ら
い
た
い
の
で
す
。

。
応
募
規
定

内
容
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す

め
る
こ
と
や
義
す
も
の

応
募
資
格
小
学
校
児
童
・
中
学

校

・
高
等
学
校
の
生
徒

締
め
切
り
と
提
出
先

9
月
9
日

悩
ま
で
に
、
各
学
校
か
市
選
挙
管

理
奮
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
四
つ
切
り
の
画
用
紙
で

画
材
は
自
由
で
す
。

※
出
品
者
に
は
記
念
品
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各
学
校
か
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ

創
立
叩
周
年
記
念

第
却
回
一
日
号

a
E
3砂
守
副
司

3
3

大
村
混
声
合
唱
団

日
月
初
日
出
に
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
演
奏
会
に
む
け
て
、
メ
ン
バ
ー
を

募
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
特
に
男
性
メ
ン
バ
ー

が
少
な
い
の
で
大
歓
迎
で
す
。

定
例
日
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
7
時
初
分
1
9時
初
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
音
耶
木室

連
絡
先
田
中
(⑧
宮
@
2
5
4
9⑧
宮
@
0
2
8
8
)

「
消
費
生
活
夏
期
講
座
」
受
講
者

日
常
の
消
費
生
活
に
必
要
な
基
参
加
費
無
料

礎
的
知
識
や
最
新
情
報
を
提
供
し
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
す
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
〒
川
長

日
時

8
月
M
日
側
、
午
前
日
時
崎
市
大
黒
町
3
1
1
交
通
産
業
ピ

ー
守
後
3
時

ル

4
階
企
0
9
5
8⑫
2
7
8
1
、

場

所

諌
早
文
化
会
館

@
0
9
9
9
)

菓
議
文
員

ω・大

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 2 3K.3DK 7，600~ 12，000 
1種

樹 館一 2 3DK 30，000 

東諏訪 1 3DK 12，300 

2種 古賀島 3DK 25，500 

中央 3DK 26，500 

申込期限 8月10日制

抽選日 8月19日制、午前10時30分~

入居日 9月 1日制

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

月
/

可
『
ム



ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団

研
修
講
座
受
講
生

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

財
団
で
は
、
中
小
企
業
の
活
性

化
を
目
指
し
、
研
修
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
大
学

@
c
夏
日
初
墾
産

(
8月

m日
開

j
m日
倒
)

C
言
語
の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
で

き
る
よ
う
テ
ィ
l
チ
ン
グ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
つ
け
て
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

同
義
明
科

1
5
、0
0
0円

-
C
A
D
入
門
講
座

(
8月
μ
日

肘
j
初
日
制
)

E
W
S
に
よ
る
汎
用
C
A
D
ツ
ー

ル
を
利
用
し
て
、

C
A
D
の
実
際

を
体
験
し
な
が
ら
、
基
礎
知
識
や

効
率
的
運
用
方
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

受
講
山
科

9
、
0
0
0円

問
い
合
わ
せ

側
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目
1
3
0
31
8
2
@

1
1
3
8
)
 

圏域内の自然景観・名勝・地場産業などを見学 します。

期 日 ① 8月24日(水)、25日(村、 26日(金)

② 8月29日(月)、30日伏)

①は圏域内 (2市10町)の住民

②は、圏域内の高校生、短大生など

募集人員 各コース 100人 (先着順)

参加料無料 (ただし、入場料などは自己負担)

申込期限 各実施日の 2週間前まで

申込方法 往復ハガキに参加希望日・住所・氏名 『年

校名および学年)および電話番号を明記のうえ、 lコ

っき 1枚で申し込んでください。

持参するもの 弁当、水筒、帽子、筆記用具、ゴミ

※10月・ 3月のコースも併せて受け付けしています

申し込み・問い合わせ 県央地域広域市町村圏組合

( 〒 854諌早市城見町24~18fi@ 2 4 9 0 ) 

参加対象

ふるさと巡りツアー日程表(8月コース)

実施日 見 寸~一与 コ 一 ス

8月24日 空港→郡川砂防公園(黒木渓谷)→県央不燃物再生センター→普賢岳→田代

(水j 原→サン・スポーツランドあづま

8月25日 JALフライト アカデミー→諌早市環境センター→轟の滝→南串山町ふるさと

(木) 資料館 ・漁協ヒオウギ貝養殖→雲仙国民休暇村(諏訪の池)

8月26日 九電大村発電所→浄水管理センター→県立総合運動公園→桐下駄製造元→雲

幽 仙 (原生沼・ビジターセンター)→妙見岳ロープウェー

8月29日 県総合農林試験場→三菱重工諌早工場→長崎ソフトウエアセンター→諌早療

(月) 育センタ一歩施設園芸 (蘭栽培)→琴平スカイパーク

8月30日 県工業技術センター→三彩の里→大村公園→愛野馬鈴薯支場→幸田水産養殖

(j<) 場→いこいの森

「親子 1日電気教室」

ß~埼告Q戸田吉~0~守

※集合時間・場所については、直接参加者に通知します。

玄海原子力発電所と波戸岬海中展望塔の見学会を実

施します。 i 
多数ご応募 ください。

日時 8月6日(封、午前 9時出発~午後 5時帰着予定

集合 (解散)場所 九州電力(株)大村営業所

※午前 8時50分までに集合してください。

定員 50人 (先着順とします)

費用 無料 (ただし、弁当は各自ご持参ください)

海中展望塔を見学される人は大人500円、子供250円

申込期限 8月4日(木)

申込方法 電話で結構です。

申し込み・問い合わせ

九州電力闘大村営業所 (包( 2171)

。

市
民
水
泳
大
会

学
童
水
泳
記
録
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
水
路
富
士
宮
@
5
8
4
2

期
日

8
月
お
日
問
、
午
前
9
時

場
所

市
民
フ
I
ル

参
加
資
格

市
民
(
小
学
3
年
生

以
上
)
で
閃
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ

る
人

、
平
寵
市
一
整
臭
畜
貝
会

申
込
聞
鰻

8
月
初
日
出
ま
で

円。

ヨ
ガ
教
室
会
員

人
体
を
総
合
的
に
と
ら
え
て
、

.
症
状
の
根
本
原
因
に
は
た
ら
き
か

け
る
ヨ
ガ
で
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

第
2
・
4
火
曜
日
、
午
前

日
時
日
分
j
与
後
1
時
加
分

場
附
中
地
区
公
民
館

全量

2
、
0
0
0円

連
経
冗
金
泉

(宮
@
0
8
3
6
)

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
記
念

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス

(
硬
式
)
教
室

中
学
生
の
部
・
社
会
人
の

対
象

w
h
H
 

立
ロ日

時

8
月
8
日
山

j
m日
開
ま

で
の
問
、
(
6
回
程
度
)、
午
後
7

時
j
9時
ま
で

場

附

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

受
講
費

保
険
料
な
ど
2
、0
0
0

円締
め
切
り

8
月
5
日
幽

宇
寵
市
整
臭
貰

会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

4 



平成 6年 8月号広報おおむら

考弟2固かん'a

一こ
W
F

ド
ナ
イ
ト

ウ
ガ
j
ヴ
ラ
リ
!
大
会

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
皆
で
楽
し
む
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
。
各
自
の
健
康
、
健
脚
を
知
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

な
お
、
こ
の
催
し
は
簡
易
保
険

福
祉
事
業
団
の
助
成
を
、
つ
け
て
実

施
し
ま
す
。

期
日

9
月
刊
日
出
、
午
後
6
時

か
ら

第
包
囲

市
卓
球
選
手
権
兼

県
体
予
選

日
時

9
月
日
日
側
、
午
前
9
時

開
館
、

9
時
叩
分
試
合
開
始

場
所
市
民
体
育
館

種
目

(
シ
ン
グ
ル
ス
)

中
学
男
子

・
中
学
女
子
・

一
般
男

子
・

一
般
女
子
・
壮
年
男
子
(
お

コ
ー
ス

三
浦
・
鈴
田
コ

l
ス

菓
佐
古
河
象
健
康
な
人
、
学
童
は

保
護
署
同
伴
、
主
君
1
、
0
0
0
人

参
加
料

1
人
3
0
0
円
(
保
険

料
)
当
日
徴
収
し
ま
す
の
で
、
つ

り
銭
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
日
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
正
確
に
記
入

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
(
保
険
に

必
要
な
た
め
)
。

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
(
一

Tm玖
島
1
丁
目
お
)

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
保
険
の
関
係
上
、

8
月
紅
白
岡
ま
で
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

歳
以
上
)
・
壮
年
女
子
(
初
歳
以
上
)
・

ベ
テ
ラ
ン
男
子
(
印
歳
以
上
)

資
格
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

掌
中
の
人

た
だ
し
中
学
男
女
・
高
校
男
女

以
外
は
、
県
体
予
選
を
兼
ね
ま
す

の
で
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
白
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

車
早
球
協
会
(
宮
@
4
1
1
1

内
線
1
2
6中
嶋
)

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
毛
利
時
春
(
晋
缶
町
)
初
万
円

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
川
内
和
代

(
片
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
松
山
ヨ
ネ
(
上
諏
訪
町
)
叩
万

円V
大
渡
サ
ツ
キ
(
武
部
町
)

円

5
万

。

一
般
寄
付

郡
里
子
校
へ

V
大
川
田
町
老
人
会
H
ぞ
う
き
ん

ヰ
晶
、

ー
ヵ

清
和
園
へ

V
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

ッ
プ
タ
カ
ハ
ラ
H

生
花

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室
リ
唄
と
踊
り

V
翠
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
、
水
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
力
大
社
昼
斉
H
苗
木

・

種大
村
平
供
の
家
ヘ

V
九
州
電
力
大
村
骨
量
附
川
苗
木
・

喬主
3
n
t
 v野

の
花
会
(
東
京
都
杉
並
区
)

3
万
円

(
敬
称
略
)

V
赤
水
清
春

(
本
町
)
1
万
円

V
大
村
建
設
業
O
K
ク
ラ
ブ

H
m

万
円

V
田
中
克
朗

(
東
彼
杵
郡
蔵
本
郷
)

朝V
本
経
守
川
か
し
わ
も
ち

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
水
…
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
土
橋
自
ナ
ほ
か
H
尉
簡

・
菓
子

V
指
方
名
刺
庖
H

テ
レ
ビ

V
九
州
電
力
大
笠
晶
君
所
H
苗
木

・

種
・
樹
木

泉
の
里
ヘ

V
三
久
ラ
ー
メ
ン
リ
タ
オ
ル

V
川
上
国
吾
(
管
泉
川
内
町
)
花

V
大
島
寅
雄

(
杭
出
津
1
丁
目
)

石
け
ん

・
タ
オ
ル

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶

V
古
賀
靖
血
(
(
雄
ケ
原
町
)
奉
仕

V
鈴
木
・
井
手
・
平
・
中
尾
・
好

田
・
和
田
川
理
室
事
仕

V
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
H
慰

問
・
石
け
ん
・
タ
オ
ル

V
水
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
奉
柔
会
H
5
千
円
・
尉
簡

V
伺
な
が
さ
き
味
菜
H
ト
マ
ト

V
九
出
電
力
大
笠
晶
君
附
止
果
・

喬主
S
R
E
 

三
彩
の
里
へ

V
九
州
電
力
大
村
草
斉
止
果
・

‘ 

種
・
樹
木

鈴
田
の
墨
孟
困
へ

V
九
個
電
力
大
笠
昼
斎
H
苗
木
・

種

・
樹
木

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
九
州
電
力
大
村
重
斉
H
束

・

種
・
樹
木

パ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
九
州
電
力
大
村
革
斎
止
果

・

種
・
樹
木

{
五
盟
処
へ

V
九
州
電
力
大
村
草
斎
H
苗
木
・

種
・
樹
木

蓄
荘
ヘ

V
九
州
電
力
大
社
曇
斉
H
苗
木
・

種
・
樹
木

V
板
輩
嘉
手
冷
凍
卵

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
第
1
新
城
老
人
ク
ラ
ブ
H
タ
オ

ル
・
ぞ
う
き
ん

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶

V
山
崎
祐
子
(
木
場
2
丁
目
)
ミ

シ
ン
・
電
子
ジ
ャ
ー

V
中
村
次
男
(
久
原
2
丁
目
)
蘇

時
夫4

2
 

V
原
生
花
庖
H
花
束

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
中
里
名
)

手
会
題
専

V
中
山
新
一
郎
(
上
諏
訪
町
)
奉

仕V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
指
導

光
と
緑
の
国
向
陽
寮
へ

V
九
州
電
力
大
笠
量
所
H
苗
不

・

種

V
天
理
教
婦
人
部
H
繕
い
物
奉
仕

V
大
村
高
校
{
重
ク
ラ
ブ
H
尉
簡

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
品
簡

V
ヘ
ア
メ
イ
ク
M
H
理
室
奉
仕

V
米
海
軍
佐
世
保
基
地
サ
ン
バ
ナ

デ
ィ

l
ノ
乗
組
員
日
除
古
存
証
未

V
遊
長
組
合
H
魚
つ
り
招
待

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

万 v庖 v
円西 11 フ

ネナ 8 ァ
文 3 ミ
子イリ
~ 6 
払 7 マ
島向 1
2 ト
丁大
目村
)駅

10 前

お
わ
び
と
」
訂
正

。
広
報
お
お
む
ら
6
月
号
(
別
冊
)

陥

1
1
7
3
で
公
表
し
ま
し
た
財

政
事
情
説
明
書
の
4
ペ
ー
ジ
、
市

立
病
院
の
業
務
状
況
等
説
明
書
の

欄
で
、

∞
経
理
の
状
況
の
収
益
的

収
入
4
6
億
1
3
7
7
万
円
は
4

6
億
4
2
万
円
。
収
益
的
支
出
4

9
億
5
6
1
3
万
円
は
4
9
億
7

4
2
8
万
円
。
差
引
ム

3
億
4
2

3
6
万
円
は
ム

3
億
7
3
8
6
万

円
の
開
違
い
で
す
。

0
7
月
号
の
四
ペ
ー
ジ
、
ご
寄
付

ご
好
意
の
欄
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
副
島
塗
実
(
水
田
町
2
丁
目
)

と
あ
る
の
は
(
水
主
町
2
丁
目
)

の
伺
違
い
で
す
。

お
わ
び
し
て
-訂
正
し
ま
す
。

Q
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カレジヲ車問部烏
8
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税

(
2
期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

市
県
民
税

(
2
期〉、

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 1?(水日) 妊婦教室(3)市コミセン 13:00~ 16:00 
市コミセン ⑮母子健康手帳
9:30~ 1 1:00 ⑧9:00~9:30 

3歳児健康診査大村保健所
@母子健康手帳、ズボン

1日 一般健康相談市役所 13:30~16:00 
③9:15~9:45 13:00~ 13:30 

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 18日 ⑮平成3年2月生まれ (2年8月 ~3年 1 月生

(居) ことばの教室市コミセン 13:30~ 16:00 (木)
まれで、まだ受けていない人も受診して

(初めての人は、健康増進課まで電話で
ください)

申し込んでください)
⑮母子健康手帳、 問診票

⑮母子健康手帳、⑮ことばの発達などが
定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

気になる幼児 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

2(火日) 乳幼児健康相談 松原出張所⑧13:30~15:00 19日 ⑮⑮… 5日{金)と同じ

3(水日) 妊婦教室(1) 市コミセン 13:00~ 16:00 (金)
幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

⑤9:30---9:45 ⑫平成4年2月 ~3月生まれ
⑮母子健康手帳 @母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コップ

1歳 6か月児健康診査 市コミセン
2(0土日) ⑧12:45~ 13:10 耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 

4日 ⑮平成5年1月生まれ (4年8月 ~12月生まれで、

(木) まだ受けていない人も受診してください) 21日 当番医

⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親 (日)
(内・間)フジイ青腸科クリニック 東本町宮@8686

子とも) (お母さんの歯科健診も実施します) (耳)下山耳鼻咽喉科医院 原口町宮O0648

2体4日) 妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~ 13:00 妊婦教室(4)市コミセン 13:00~ 16:00 

5日 ⑮母子健康手帳、 エプロン、みそ汁 ⑮母子健康手帳

(金) 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 
2(5本日) 機能訓練根気の会 市コミセン 13:30~15:30 

⑪40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑮運動会

7日 当番医 26日 1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健診
(内・小)寺井医院 玖島 1丁目 ft@3574 も実施します) 市コミセン ②12:45~ 13:10 

(自) (耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮@2003 (金) ⑮⑮…4日同と同じ

8(用日) 
ことばの教室市コミセン 13:30~ 16:00 

当番医⑮⑮ 1日(月)同じ 28日
(内)吉田内科クリニック 本町 ft@1l77 

9日 乳幼児健康相談市コミセン (日) (皮・泌)黒木医院 西大村本町宮@0211

(火)
②9:30~ 11:00、 13:30~15:00 
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 29日 乳幼児健康相談 竹松出張所

1体0自) 妊婦教室(2)市コミセン 13:00~ 16:00 
(居)

③9:30---.1 1:00、 13:30~15:00 

⑮母子健康手帳 ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 

1(1本日) 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 3(0火日) 乳幼児健康相談 萱瀬出張所③9:30~11:00 
⑮作品づくり

14日 当番医 略号の説明 ⑮…対象 ③…受け付け ⑮…内容

(内・小)長崎医院寿古町 告@8615 ⑮…持ってくるもの

(日) (外・内)牧山医院宮小路2丁目 ft@7831 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

印
刷
所
/
九
州
凸
版
鮒

編
集
/
秘
書
広
報
課

仁}

7月1日現在
計 77，828

c+ 7 2) 
37，287 
c + 1 8) 

4 0， 541 
C+ 5 4) 

24，900 
C+ 5 0) 

)は前月比

人口の動き

男

女

人口

世帯数

-20-

8 月の大村ボート (13 日~ 1 8 日お盆特選レース、 24 日 ~28 日、

29 日 ~30 日 .MB記念場外発売)
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